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「キッズゾーン」創設の動き「キッズゾーン」創設の動き
この１年の間に、４月での池袋での事故や、
５月の大津市での事故等、重大かつ痛ま
しい交通事故が相次いだことを受け、政
府は６月に閣僚会議を開き、未就学児及
び高齢運転者の交通安全についての緊
急対策をまとめました。具体的中身とし
ましては、子どもの交通安全対策として
９月までに子どもが集団移動する経路の
緊急点検を行い、結果を踏まえて歩道や
防護柵の拡充を早急に進める旨と同時
に、「キッズゾーン」の創設ということへ
の言及がなされています。キッズゾーン

とは、いわゆるスクールゾーンの未就学
児童対象版ですが、第三回定例会ではこ
のキッズゾーンの創設等の政府の新たな
取り組みを踏まえた本市の今後の動向に
ついて質問を致しました。
また、第五回定例会では、緊急点検の
結果及び、その後のキッズゾーンの検討
状況について質問致しました。まず、前
者につきましては、市内 858 の施設を
対象に点検が行われた結果、対策が必
要な箇所として174 カ所が確認されたと
のことでした。これらの箇所については

国に報告をするとともに、関係機関に対
してガードレールの設置等の対策案を作
成し、要望を行っている状況とのこと
です。後者につきましては、対象施設が
集中するという都市部特有の問題から、
範囲の設定等に難しい点があるようです
が、今後とも検討を継続していくとの
答弁が得られました。
子どもたちが巻き込まれるような痛ま
しい事故がゼロになるよう、市による
全力での取組を今後とも訴えかけて参り
ます。

前任期中である平成 24 年から取り組ん
で参りましたトピックです。民間にでき
ることは民間に、質を保ちつつ、経費を
縮減できることは縮減し、それによって
創出された財源を市民の皆さんがより必
要とするところへと予算配分していくとい
う観点から、本件に着目して参りました。
平成 20 年度から順次資源物の収集運搬
業務に民間活力が導入され、平成 29 年
には普通ごみ以外の資源物収集は全て
民間委託となりました。さらに直近では、
空き缶・ペットボトルは全市での委託化
が完了しています。その財政効果は、

年額で約 4億 3千万円に上っています。
第四回定例会では、決算審査と絡めまし
て、平成 30 年度の本市の清掃職員数と
平均年齢、平均給与月額と、民間廃棄
物処理業の従業員におけるそれらとの
比較について質問を行いました。本市の
清掃職員につきましては、平均年齢が
50.8 歳、平均給与月額は約 46 万円で
あるのに対し、民間では平均年齢が
45.8 歳、平均給与月額は約 29 万円と
のことでした。なお、本市でごみ収集業
務に携わる職員数は 410 人となっており
ます。つまり、現状で直営と民間での

平均給与額には約1.59倍の開きがあり、
実際のところごみ収集事業で費用の大半
を占めているのが人件費となっています。
他方で、普通ごみの収集業務は市民生
活を支える重要なライフラインでもあり、
平時にとどまらず、近年頻発しておりま
す水害や地震などの災害時における対応
にも十分な配慮をしなければなりません。
こうした点を踏まえ、平成 30 年度より
始まった再任用制度の活用のほか、効率
的かつ持続可能なごみ収集事業のあり方
について、市とともに引き続き取り組ん
で参ります。
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台風19号関連
台風第 19 号による被害に先立って、９
月の第四回定例会においても、中原区丸
子地区の浸水対策として平成 28 年度末
に整備された丸子雨水幹線の効果や、
平成 29 年 10 月の台風第 21 号による
上丸子山王町地区での浸水被害を受け
た対策についての質問を取り上げたばか
りでした。市においても、平成 29 年の
被害状況をシミュレーションした上での
対策案の検討を進めていた最中でした。
第五回定例会では、今回の台風第 19 号
による被災を受け、各会派より多くの質
問がなされましたが、中原区選出である
私としましては、被害を実地で見て参り
ましたことから、本件に関する質問に多

くの時間を割かせて頂きました。

小学校校庭の浸水・汚泥問題

まず、今回最も深刻な浸水被害があった
地区に隣接する上丸子小学校は、校舎内
の浸水こそなかったものの、校庭が浸水
しました。多摩川の泥水と合流式下水管
からの逆流によるものです。校庭は児童
が使用する施設ですので、健康被害等に
配慮し、１０日間ほど使用が見合されま
した。その後、学校薬剤師からの助言等
を受け、土砂の除去、遊具の消毒、土埃
飛散防止のためのダスト散布等の措置が
とられています。これらは今回の質問を

通じて初めて明らかになった点ですので、
今後とも、市民の皆さんの安心のため、
積極的な情報提供を訴えて参ります。

市による今後の被害検証

次に、今回の浸水被害で大きな問題と
なっている山王排水樋管のゲートからの
汚水の逆流についてですが、各会派の代
表質問への答弁として、「責任の所在と補
償・賠償については、下水道や河川を専
門とする第三者の意見を聞きながら進め
る、浸水被害の検証を踏まえ、適切に対
応していく」「検証のとりまとめにあたって
は、第三者への意見聴取のほか、市民

　 の皆様への情報提供や意見募集など
も適宜行っていく」との内容がございま
した。専門家の知見としても、今回の台
風に限らず、ゲート全閉派とゲート全開
派の両論があるようです。そうした中、
公正・公平な検証を担保するため、意見
聴取を行う専門家の選定理由の公表の
有無を質問致しました。この点、学識
経験者や国の研究機関等から専門家を
選定し、その理由についても公表を行う
との答弁を頂きました。また、検証のと
りまとめにあたっては、被災された市民
の皆様を対象に、ホームページ等で幅広
く意見を聴取していく旨、回答を得て
おります。
ゲートの開閉判断の裁量・責任は中部下
水道事務所長にありますが、住民説明会

や各会派の質問においては、行政の過失・
瑕疵に基づく補償・賠償の話題も俎上に
上っております。今後、国家賠償法に基
づく損害賠償請求裁判の可能性等含め、
状況を見守って参りたいと思います。

災害時における情報伝達　小杉高層マン
ション地区の問題

上丸子山王町地区では、平成 29 年 10
月の台風第21号による浸水被害を受け、
多摩川の推移情報などの住民の避難に
必要な情報を、中部下水道事務所から中
原区役所を経由して、地域の自主防災組
織の代表である町会長に伝達し、町会長
から地域住民に公報するといった連絡体
制が構築されており、今回の台風第 19

号による被害の際にもこれが有効に機能
を致しました。
一方で、今回の被災時において、NPO
法人小杉駅周辺エリアマネジメントを含
む高層マンション地区の方から、区役所
と連絡を取りたかったが電話がなかなか
通じず、情報収集ができなかったという
声が聞こえています。
中原区役所としましても、上丸子山王町
地区の取組を参考として、小杉駅周辺
エリアマネジメントを含む大規模マン
ションの自主防災組織に対しても、メー
ルや SNS 等、効果的な情報提供を可能
とする仕組みづくりを、今後検討してい
くとのことでありますので、この点につ
きましても引き続き注視して参りたいと
思います。

アンケートにご協力ください 下記にご記入いただき、FAX：044-330-1619（松川正二郎政務活動事務所）までお送り下さい。

松川正二郎政務活動事務所
〒211-0005
川崎市中原区新丸子町694-101
TEL：044-328-9619
FAX：044-330-1619 

川崎市議会議員控室
〒210-8790
川崎市川崎区宮本町1
川崎市役所 第2庁舎7階
matsukawashojiro@gmail.com

令和２年度、松川正二郎が現職の市議会議員として是非ともとりいれるべき施策
等ございましたらば、ご自由にお書き下さい。

現在、ご興味をお持ちの政策、優先的に実行すべき政策としてお考えのものを
チェックして下さい。

□子育て・教育　□雇用対策　□まちづくり　□その他　□医療・福祉　□中小企業支援
□防災・防犯　   □地域コミュニティ活性化　□道路・交通　 □行財政改革・議会改革

ご協力ありがとうございました。
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